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電話 0577-32-1180
 

「公共工事発注機関連絡会議」を開催 

～公共工事おける労働災害防止のために発注機関との連携強化～ 

 

 高山労働基準監督署（署長 松原 川史）では、飛騨地域の公共工事における労働災害を防

止するため、公共工事を発注する国、県、市町（以下、「公共工事発注機関」という。）との

連絡会議を平成２２年８月５日に開催しました。 

 高山労働基準監督署管内（高山市、飛騨市、下呂市、大野郡白川村）の建設業における休

業４日以上労働災害は、長期的にみれば減少傾向にあり、平成２１年１月から１２月までの

１年間に３６件の労働災害が発生し、うち公共工事における労働災害の発生件数は、９件（比

率 25.0%）発生しています。 

 建設業における労働災害は、足場等からの墜落、建設機械による災害等のように、ひとた

び発生すると重症化するものが多く、昨年発生した建設業における労働災害３６件のうち２

５件（比率 69.4%）が休業見込み 1 カ月以上の負傷となっており、死亡災害も１件発生して

います。 

 このような状況から、高山労働基準監督署では、公共工事における労働災害防止を公共工

事発注機関と連携して取組むことにより、受注業者の安全管理水準が向上、波及し、建設業

全体の労働災害防止に寄与することから、平成元年から毎年、本連絡会議を開催しており、

本年も下記のとおり開催したものです。 

 

記 

 

1 名   称  平成 22 年度 公共工事発注機関連絡会議 

2 日   時  平成 22 年 8 月 5日（木）午後 1時 30 分～午後 3時 30 分 

3 場   所  高山労働基準監督署 会議室   高山市花岡町 3-6-6 

4 主な内容等   建設現場の監督指導結果、建設業おける労働災害発生状況、労働災害事例 

        等 

5 出席者数   13 機関 18 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山労働基準監督署発表 
平成 22 年 8 月１１日 



会議の様子 

 

 

 

 

 



食料品製造業における労働災害の発生状況

１　管内の推移

２　管内の主な業種別の構成比（平成21年） ３　管内の発注機者別の構成比（平成21年）

４　管内の休業見込み別等の構成比（平成21年）

高山労働基準監督署

※　この統計は、労働者死傷病報告により報告のあった休業4日以上の死傷災害を統計したものです。
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会議に出席した公共工事発注機関

岐阜森林管理署

飛騨森林管理署

古川土木事務所

高山土木事務所

飛騨農林事務所

下呂土木事務所

下呂農林事務所

宮川上流河川開発工事事務所

高山市役所 基盤整備部

　　　〃 水道環境部

飛騨市役所 基盤整備部

下呂市役所 建設部

白川村役場 産業課

国

県

市
村
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